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令
和
二
年
度
優
良
経
理
員
表
彰
と
会
員
増
強
功
労

者
表
彰
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
表
彰
式
の
開
催
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

　

優
良
経
理
員
表
彰
は
、
経
理
担
当
者
の
資
質
向
上

を
図
る
目
的
で
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
会
員
企
業
か

ら
推
薦
さ
れ
た
十
年
以
上
の
勤
務
経
験
の
あ
る
優
秀

な
経
理
担
当
社
員
を
受
賞
対
象
者
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
左
記
の
三
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
増
強
功
労
者
表
彰
は
、
会
員
増
強
運
動
の
一

環
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
二
社
以
上
の
ご
紹
介
を

い
た
だ
い
た
、
会
員
増
強
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た

方
々
を
受
賞
対
象
者
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
は
二
名
の
方
々
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

【
優
良
経
理
員
表
彰
者
　
三
名
】（
順
不
同
）

　
　

千
葉　

美
枝
子 

殿

　
　
　
　

石
巻
地
区
森
林
組
合

　
　

鈴
木　

淳
子　

殿

　
　
　
　

石
巻
パ
ー
ツ
株
式
会
社

　
　

及
川　

千
佳
子　

殿

　
　
　
　

協
業
組
合
石
巻
浄
化
槽
管
理
セ
ン
タ
ー

.【
会
員
増
強
功
労
者
表
彰
　
二
名
】（
順
不
同
）

　
　

秋
月　

義
友　

殿

　
　
　
　

㈱
秋
月
ト
ー
タ
ル
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

　
　

白
岩　
　

宏　

殿

　
　
　
　

新
東
保
険
事
務
所

　

青
年
部
会
令
和
二
年
度
報
告
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

防
止
対
策
と
し
て
、書
面
開
催
し
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
は
左
記
の
通
り

【
報
告
事
項
】

◇
令
和
元
年
度
事
業
報
告
の
件

◇
令
和
元
年
度
収
支
決
算
報
告
の
件

◇
令
和
二
年
度
事
業
計
画
報
告
の
件

◇
令
和
二
年
度
収
支
予
算
報
告
の
件

◇
そ
の
他

　

女
性
部
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
令

和
二
年
度
報
告
会
を
書
面
に
て
開
催
致
し

ま
し
た
。

　

提
案
事
項
は
左
記
の
通
り
で
す
。（
役

員
会
承
認
事
項
報
告
）

第
一　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
報
告
の
件

第
二　

令
和
二
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収

支
予
算
報
告
の
件

令
和
二
年
度
優
良
経
理
員
表
彰
者

並
び
に
会
員
増
強
功
労
者
の
ご
紹
介

令
和
二
年
度
報
告
会

令
和
二
年
度
報
告
会

　

去
る
、
六
月
十
一
日（
木
）石
巻
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
令
和
二
年
度
定
時

社
員
総
会
が
挙
行
さ
れ
、
総
正
会
員
数
の

三
分
の
一
以
上
を
満
た
す
、
四
百
九
十
八

名
（
委
任
状
を
含
む
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
今
年
度
は
表
彰
式
・
特
別
講

演
会
・
会
員
交
流
会
を
中
止
と
し
、
大
幅

に
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
ま
ず
既
に
理
事
会
で
承
認

さ
れ
た
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
三
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
通
り
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

報
告
及
び
議
案
は
左
記
の
通
り

【
報
告
事
項
】

◇
令
和
元
年
度
事
業
報
告
の
件

◇
令
和
二
年
度
事
業
計
画
報
告
の
件

◇
令
和
二
年
度
収
支
予
算
報
告
の
件

◇
そ
の
他

【
議
　
　
案
】

◇
第
一
号
議
案

　

令
和
元
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

＝
監
事
監
査
報
告
＝

◇
第
二
号
議
案

　

役
員
の
一
部
補
充
承
認
の
件

◇
第
三
号
議
案

　

そ
の
他

　

終
了
後
、
石
巻
税
務
署  

署
長  

三

ケ
田　

智
様
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

定
時
社
員
総
会
を
開
催

令
和
二
年
度

◇
第
二
号
議
案

　

役
員
の
一
部
補
充
承
認
の
件

・
就
任

　

監
事　

梶
谷　

啓
二

　
　
　
　

石
巻
商
工
信
用
組
合

　

理
事　

中
澤　

一
男

　
　
　
　

㈱
石
巻
ガ
ス

青年
部会

女性
部会
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新型コロナウイルス感染症の影響により、国税の納付が難しい方へ

納税の猶予をご利用ください
財務省・国税庁
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令和２年６月30日 石 巻 法 人 会 広 報 誌 第223号（8）

河
北
地
区
）の
佐
藤
屋
伝
兵
衛

は
じ
め
近
在
の
商
人
が
そ
れ
を

買
い
と
り
、
払
い
米
と
し
ま
し

た
。
価
格
は
、
一
切（
一
両
の

四
分
の
一
）で
米
五
升
の
割
合

で
し
た
。

　

そ
の
月
の
下
旬
に
な
る
と
新

麦
が
獲
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

石
浜（
現
女
川
町
）の
住
人
勇

藏
が
書
き
残
し
た
「
萬
ふ
し
き

の
事
扣
覚
帳
」（
よ
ろ
ず
の
ふ
し

ぎ
の
こ
と
ひ
か
え
お
ぼ
え
ち
ょ

う
）と
い
う
貴
重
な
記
録
が
あ

り
、
一
般
に
は
「
勇
蔵
日
記
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

に
、
彼
は
「
今
年
の
麦
作
は
、

こ
の
五
十
年
で
記
憶
に
な
い
よ

う
な
上
上
作
だ
」
と
書
き
残
し

て
い
ま
す
。
麦
の
価
格
も
下
が

り
、
人
々
は
米
の
代
わ
り
に
こ

の
麦
で
食
い
つ
な
ぐ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
う
な
る
と
食
糧

事
情
も
安
定
し
て
、
死
亡
者
数

も
平
常
な
状
態
と
な
っ
て
き
ま

す
。

　

そ
う
し
た
中
、
七
月
二
十
五

日
に
仙
台
の
問
屋
か
ら
新
米
が

売
り
に
出
さ
れ
ま
す
。
や
が
て

新
米
は
石
巻
の
問
屋
に
も
出
回

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
二
日
、
米
や
酒
を

積
ん
だ
越
後
船
が
、
ま
た
も
や

追
波
に
入
り
ま
し
た
。こ
の
時
、

佐
藤
屋
伝
兵
衛
は
、
酒
十
五
荷

を
四
十
五
切（
十
一
両
一
分
）

で
買
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、

酒
は
売
れ
て
も
、
米
は
一
切
に

八
升
で
も
買
う
人
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
だ
け
食
料
事
情

が
安
定
し
て
き
た
こ
と
を
伺
う

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

飢
饉
で
苦
し
み
、
や
っ
と
落

ち
着
き
か
け
て
き
た
人
々
に
、

今
度
は
災
害
が
追
い
打
ち
を
か

け
ま
し
た
。「
勇
蔵
日
記
」
の

中
に
、
以
下
の
内
容
の
文
章
が

あ
り
ま
す
。

　
「
十
月
十
一
日
夜
九
ツ
時（
夜

の
十
二
時
頃
）に
大
津
波
が
入

り
込
ん
で
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。

こ
の
時
は
地
震
の
揺
れ
も
な
く

　

悪
夢
の
よ
う
な
天
保
七
年
が

明
け
、新
年
を
迎
え
て
も
、人
々

は
粗
末
な
食
事
で
、
正
月
を
祝

う
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
正
月
五
日
に
は
、
藩
か

ら
の
命
令
で
門
松
を
降
ろ
さ
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

食
糧
が
欠
乏
し
て
人
々
が
極

限
状
態
に
な
っ
た
時
、
平
常
で

は
考
え
ら
れ
な
い
様
な
事
が
起

き
て
し
ま
い
ま
す
。

　

隣
の
南
部
藩
で
は
、
五
十
年

程
前
の
「
天
明
の
飢
饉
」
の
折

に
、
人
を
食
っ
て
打
ち
首
に

な
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

仙
台
藩
で
も
、
天
保
の
飢
饉
の

際
に
は
、
犬
猫
馬
を
食
べ
る
だ

け
で
は
な
く
、
と
う
と
う
「
人

喰
い
」
の
事
態
が
藩
内
各
地
で

起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

石
巻
で
は
、
湊
村
多
福
院
の

過
去
帳
に
「
所
々
ニ
テ
犬
牛
馬

喰
ス
二
月
十
九
日
人
喰
當
寺
墓

所
ニ
テ
」
と
あ
り
、
そ
の
日
に

ち
ま
で
特
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
牧
浜
の
吉
祥
寺
十
五
世
戒

禅
が
書
き
残
し
た
「
吉
祥
寺
盛

衰
録
」
に
拠
れ
ば
、「
又
其
の

甚
だ
し
き
も
の
は
食
人
の
肉
に

至
り
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
民
家

へ
の
放
火
、
藩
倉
を
破
る
者
の

こ
と
に
触
れ
、
荒
廃
し
た
石
巻

の
状
況
を
の
べ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
外
に
残
さ
れ
た
記
録
に

拠
れ
ば
、
石
巻
を
は
じ
め
在
方

で
も
、
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
人
や

道
に
倒
れ
て
い
る
死
骸
を
、
夜

に
切
り
取
っ
て
食
べ
て
い
る
の

を
目
撃
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

不
安
な
世
情
は
、
前
年
に
続

い
て
の
打
ち
壊
し
と
な
っ
て
現

れ
ま
し
た
。
四
月
、
羽
黒
山

鳥
屋
神
社
の
祭
礼
の
日
、
七
、

八
十
人
の
暴
徒
は
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
な
話
し
合
い
を
す
る
で

も
な
く
、
全
く
の
打
ち
壊
し
で

し
た
。神み
こ
し輿
を
担
い
だ
若
者
が
、

日
野
屋
石
巻
店
へ
突
き
か
か

り
、
太
格
子
を
打
ち
砕
き
、
土

足
で
店
の
中
に
踏
み
込
み
道
具

類
を
手
当
た
り
次
第
投
げ
捨
て

ま
し
た
。
足
軽
二
人
が
止
め
に

入
り
ま
す
が
、
逆
に
乱
暴
さ
れ

て
し
ま
っ
て
、
店
の
人
達
も
外

か
ら
見
守
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

食
糧
事
情
が
好
転
す
る
の

は
、
五
月
初
旬
に
な
っ
て
か
ら

で
し
た
。
米
五
百
石
や
酒
を
積

ん
だ
五
～
六
艘
の
越
後
船
が
追

波（
現
石
巻
市
北
上
地
区
）に
入

り
ま
し
た
。
横
川（
現
石
巻
市

阿 

部  

和 

夫

阿 

部  

和 

夫

石
巻
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

石
巻
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

理
事
長

理
事
長

飢
饉
の
後
に
チ
リ
地
震
津
波

天
保
八
年

石
巻
の
歴
史
か
ら 

⑯



天保８年（1837）の出来事
月　　日 出　　来　　事

1 5 ・藩の命令により門松を下ろさせられる。

2 19 ・湊村の多福院墓地で人喰いがおこる。

3 5 ・仙台藩は、幕府より２万両を借りる。（10年賦、米で返済）

3 中旬 ・石巻中瀬で藩の穀船（500石積）10艘の造船が始まる。

4 ・羽黒山鳥屋神社の祭礼の日、70～80人の暴徒が、日野屋石巻店に押しかけ、打ち
壊しをする。

4 ・大肝入阿部與平治は、所管する牡鹿郡陸方18か村の死亡者数の調査をする。

4 ・この段階で、牡鹿郡陸方18か村には472軒の空き家があった。

5 初旬 ・米や酒を積んだ越後船（５～６艘）が、追波に入り、１切で５升の割で払い米にす
る。

7 25 ・仙台の問屋に新米がでる。以後、石巻の問屋にも出回る。

8 22 ・米と酒を積んだ越後船が、追波に入る。酒は売れても、米は1切に８升でも買う
人はなかった。

9 18 ・鋳銭場の地祭りが行われて人賑わう。

10 11 ・チリ地震津波に襲われる。

11 8 ・鋳銭場普請の棟上があり、秋祭りが行われる。

11 20 ・仙台藩は、この年632,300石の減石であったことを幕府に報告する。

石 巻 法 人 会 広 報 誌 令和２年６月30日（9）第223号

て
津
波
が
襲
っ
て
き
た
。」

　

こ
れ
は
、
勇
蔵
が
言
う
よ
う

に
、
地
震
を
感
じ
な
い
で
津
波

が
襲
っ
た
の
で
、
人
々
は
驚
い

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。こ
れ
は
、

前
の
日
に
チ
リ
の
パ
ラ
デ
ィ
ビ

ア
で
発
生
し
た
地
震
に
よ
っ
て

起
き
た
チ
リ
地
震
津
波
で
し

た
。
こ
の
津
波
に
よ
っ
て
、
気

仙
郡（
現
岩
手
県
）、
本
吉
郡
、

石
巻
を
含
む
牡
鹿
郡
、
宮
城
郡

で
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
時
の
被
害
状
況
を
記

し
た
資
料
を
、
石
巻
地
方
で
は

あ
ま
り
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
私

は
、
被
害
状
況
の
記
録
が
無
い

か
ら
と
言
っ
て
、
被
害
が
無

か
っ
た
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
。
前
年
か
ら
続
い
て
き
た
飢

饉
の
中
で
、
人
々
は
生
き
抜
く

こ
と
に
精
一
杯
で
あ
り
、
記
録

に
残
す
な
ど
の
余
裕
は
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

そ
の
一
か
月
後
、
建
設
工
事

が
進
ん
で
い
た
鋳
銭
場
の
棟
上

げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て

秋
祭
り
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

飢
饉
に
続
く
津
波
被
害
が
あ
っ

て
も
、
地
域
復
興
を
願
う
人
々

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

こ
の
鋳
銭
場
の
建
設
工
事
に

し
て
も
、
中
瀬
で
行
わ
れ
た
穀

船
の
造
船
に
し
て
も
、
生
き

残
っ
た
人
、
職
を
失
っ
た
職
人

を
就
労
さ
せ
る
救
助
普
請
の
意

味
を
持
ち
、
人
々
に
と
っ
て
は

有
り
難
い
工
事
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

荒
廃
し
た
耕
地
か
ら
の
米
の

収
穫
に
は
限
界
が
あ
り
ま
し

た
。
前
年
の
九
十
一
万
五
千
石

の
減
収
程
で
は
な
い
に
し
て

も
、
こ
の
天
保
八
年
も
米
の
獲

れ
な
い
年
で
し
た
。
十
一
月

二
十
日
に
六
十
三
万
二
千
三
百

石
の
減
石
で
あ
っ
た
こ
と
を
幕

府
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

天
保
八
年
は
、
復
興
の
兆
し

を
感
じ
つ
つ
も
、
飢
饉
と
災
害

に
苦
し
め
ら
れ
た
年
で
し
た
。
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税理士　舟　田　浩　幸　

永年表彰の記念品として支給する旅行券は課税されますか？
～経理課社員リサと顧問税理士サキ先生の税務問答～　　

　　筆者紹介
舟田浩幸（ふなだ・ひろゆき）
　東京国税局調査第一部外国法人調査第３部門主査、同局調査第四部国際税務専門官（移転価格担当）、渋谷税務署国
際税務専門官（所得税担当）、芝税務署 国際税務専門官（源泉所得税担当）などを経て、2016年８月神奈川県横浜市鶴
見区で税理士登録。

　リサ　　最近は、新規雇用も難しくなってきていますので、従業員の定着率を上げるため、永年
表彰制度を導入することにしました。永年表彰にあたって記念品を支給しようと思いま
すが、注意する点はありますか。

サキ先生　記念品の支給は原則として経済的利益として給与課税が必要ですが、一定のものは課税
しなくてよいこととされています。

　リサ　　どのような場合に課税されないのですか。

サキ先生　旅行・観劇等の招待または記念品の支給で、その利益の額が勤続年数に照らして社会通
念上相当であり、かつ、１回目の表彰は概ね10年以上の者を対象とし、２回目の表彰
からは概ね５年以上の間隔をおいて行われているものは給与課税の必要がありません。

　リサ　　記念品として商品券を支給した場合は給与課税が必要ですか。

サキ先生　商品券は現金と同じですから給与等として源泉徴収が必要です。

　リサ　　では、旅行券の場合も給与等として源泉徴収が必要になるのですか。

サキ先生　旅行券も原則給与課税が必要ですが、商品券とは違って、所定の要件を満たせば課税し
なくてよいこととされています。

　リサ　　その要件とはどのようなものですか。

サキ先生　まず、旅行券の支給後１年以内に旅行券を使って旅行をする必要があります。次に、そ
の旅行の範囲が、旅行券の額からみて相当なものであることが必要です。海外旅行でも
金額が相当であれば構いません。そして、旅行券を使用して旅行をした場合に、所定の
報告書に必要事項を記載し、旅行先等を確認できる資料を添付して会社に提出すること
が必要です。所定の必要事項とは、旅行券で旅行した従業員の所属・氏名・旅行日・旅
行先・旅行会社等への支払額等です。さらに、旅行券の支給後１年以内に旅行券の全部
又は一部を使用しなかった場合には、その使用しなかった旅行券を会社に返還する必要
があります。これらの要件をすべて満たせば、給与課税は必要ありません。

　リサ　　多少の事務手続きが必要ですが、旅行券の支給が最も喜ばれると思いますので、旅行券
を支給しようかと思います。

サキ先生　旅行券を支給する際には、従業員さんに、１年以内に旅行する必要があること、書類・
添付資料の提出が必要なことを確実に伝えてくださいね。
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そ
の
他
、掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
１
社
様
に
も
ご
入
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新 

規 

入 

会 

会 

員 

紹 

介

▪解答を書いたパズルを切り取るかまたはコピーして、
ハガキに貼り、住所・氏名・連絡先と広報誌の感想・
ご意見などを一言ご記入いただき、法人会事務局へお
送り下さい。正解者の中から抽選でクオカード1,000
円分を3 名様へプレゼントいたします。〆切は８月末日
までとさせていただきます。

【問題】二重枠に入った数字の合計はいくつでしょう？

〒986-0032　石巻市開成1－35
　　　　　　石巻ルネッサンス館内
　　　　　　（公社）石巻法人会  パズル係

《
送
り
先
》

行 事 予 定

※当会ホームページからも、行事予定がご覧いただけます。
※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、予定が変更になる場合
　がございます。

http://www.i-houjinkai.jp

《パズル・数独》
※ルール① ： まだ数字の入っていないマスに、1から9

までの数字のどれかをひとつずつ入れま
しょう。

　ルール② ： タテの列、ヨコの列、太線で囲まれた3×3
のブロックのいずれにも、1から9までの
数字がひとつずつ入るようにします。

７月11日 ㈯ 移動検診車による定期健康診断 ９:00 石巻ルネッサンス館

７月14日 ㈫ 【県連】第１回広報委員会 15:30 宮城県連事務局会議室

７月16日 ㈭ 【県連】第１回事業委員会 15:30 宮城県連事務局会議室

７月17日 ㈮ 【東北六県連】青年部会代表者懇談会 未定 未定（会場：福島県）

７月22日 ㈬ 【県連】第１回厚生委員会 15:00 大同生命保険㈱仙台青葉ビル

７月28日 ㈫
【県青連】第２回正副会長会議 17:00 宮城県連事務局会議室

【県青連】第２回租税教育推進委員会 18:30 宮城県連事務局会議室

７月29日 ㈬ 【県女連】第２回部会長会議 12:00 江陽グランドホテル

８月26日 ㈬ 新設法人説明会（第１回） 14:00 未定

８月21日 ㈮ 【県連】事務局職員研修会 14:00 未定

８月27日 ㈭ 【女性部会】税務研修会 14:00 未定

８月28日 ㈮ 【女川支部】税務研修会並びに支部報告会 14:30 女川町まちなか交流館

９月３日 ㈭ 【県連】第２回事務局長会議 13:00 宮城県連事務局会議室

９月５日 ㈯ 移動検診車による定期健康診断 ９:00 石巻ルネッサンス館

９月９日 ㈬
かほく支部 ： 税務研修会並びに報告会 15:30 石巻かほく商工会本所

かほく支部 ： 交流会 17:30 プラザきかく

９月11日 ㈮
東松島支部 ： 税務研修会並びに報告会 15:30 東松島市商工会本所

東松島支部 ： 交流会 17:30 ちゃんこ萩乃井

９月14日 ㈪ 県連 ： 第１回組織委員会 13:00 宮城県連事務局会議室

９月15日 ㈫ 県連 ： 第２回税制委員会 15:30 宮城県連事務局会議室

９月16日 ㈬

第２回正副会長会議 15:00

石巻グランドホテル

第２回理事会 16:00

経営講演会 17:00

令和２年度福利厚生制度連絡協議会 18:00

会員交流会 18:30

９月17日 ㈭ 県連 ： 第２回総務委員会 15:30 宮城県連事務局会議室

９月24日 ㈭

大型保証制度連絡協議会 16:00 未定

河南桃生支部 ： 税務研修会並びに報告会 15:30 河南桃生商工会桃生支所

河南桃生支部 ： 交流会 17:30 和ダイニング葵

９月28日 ㈪ 県連 ： 第２回理事会

10月１日 ㈭ 女性部会 ： 仙台北法人会40周年記念式典 17:00 仙台勝山館

10月16日 ㈮ 県女連 ： 第３回部会長会議 12:00 未定

10月20日 ㈫ （公社）豊島法人会創立70周年記念式典 17:30 ホテルメトロポリタン池袋

11月14日 ㈯ 「税を考える週間」税のイベント 13:30 未定

11月19日 ㈭ 東北六県連 ： 運営協議会 15:30 江陽グランドホテル

11月21日 ㈯ 移動検診車による定期健康診断 ９:00 石巻ルネッサンス館

11月27日 ㈮ 東北六県連 ： 職員研修会 14:30 未定

※
入
会
日
の
若
い
順
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

（
令
和
２
年
４
月
～
令
和
２
年
６
月
）（
敬
称
略
）

9 2 6 7
1 8
8 7 3

1 3 6
2 4
8 2 7
6 9 5
7 2

3 5 6 1
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